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はじめに 

 

１ 点検評価の背景 

   「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条の規定により、平成

20 年度から教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況等について、学

識経験者を活用して、毎年、教育委員会自らが点検・評価を行い、その結果を

議会に報告するとともに、公表しなければならないこととなっている。 

また、点検評価に当たっては教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を

図ることとされている。 

   出雲崎町教育委員会では、法の趣旨にのっとり、効果的な教育行政の推進に

資するとともに、町民への説明責任を果たすため、以下のとおり管理及び執行

の状況の点検・評価を実施した。 

 

２ 学識経験者の知見の活用  

   平成 27 年度の点検・評価に当たっては、学識経験を有するものとして、前年

度と同様に、元長岡市立北中学校長の山崎十五郎氏（柏崎市・旧西山町在住）

から、第 5 次出雲崎町総合計画における教育関係の基本構想及び基本計画をふ

まえて、本年度事業及び次年度に向けて助言・指導を得た。 

 

３ 報告書作成に当たっての留意点 

 （１）各項目について、具体的な取組み状況を列記しながら、その成果などを整

理した。 

 （２）教育委員会の業務が広範にわたる中で、中央教育審議会では平成 25 年 12

月に、教育委員会制度の改革について答申がなされた。 

それに対応して、平成 26 年 6 月 20 日に「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律」が公布され、平成 27 年４月１日から施行

された。今回の改正は、教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、

地方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、地方

公共団体の長と教育委員会の連携の強化、地方に対する国の関与の見直し等

制度の抜本的改革となっている。 

 （３）このような認識の下、地方教育行政に対する民意の反映や責任体制の明確

化は、今後もますます重要性が予想される。教育委員会として、これらの地

域住民の期待に応え、責任を持って取り組む姿勢が求められている。 

 （４）新たな教育委員会制度が始まり、4 月 2 日からは、議会同意を得て任命さ

れた新「教育長」が就任しました。これにより、教育行政の責任体制が明確

化され、教育委員会の審議も活性化された。また、今年度から開催が義務づ

けられた「総合教育会議」を開催することで、町長と教育委員会とでの連携

も強化された。 

 （５）今年度からは、小中学校の学校給食における米穀・牛乳について、地元産

の良さをアピールするとともに、地産地消を推進するために無償化しました。

安全で安心な地元の食材で元気に育ってほしいと願っている。 
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４ 報告書の内容から見られる主だった評価 

 （１）「教育委員の活動状況」については、保護者や地域住民に対して、機会    

あるごとに情報の発信を行い、教育委員会活動の周知に努めている。 

    教育委員としての見識を深め、教育行政に反映させるべく、定例の教育委

員会会議の終了後に、教育に関する直近の話題や諸問題について、講義と意

見交換を合わせた勉強会として「教育委員研修」を実施している。 

 （２）「学校教育」については、出雲崎町の子ども達が家庭学習を行う時間的不足

が県平均・全国平均と比較して、顕著に少ないことが明らかとなっている。

家庭では宿題はしているが、学校の授業の予習・復習までは到っていないこ

とがうかがえる。 

小中学校の 9 年間を見通して連携を図り、家庭学習の指導面でも発達段階

に応じた指導を進めている。どの段階で、どのような指導を行うことが必要

なのか、学校と家庭、教育委員会が連携を取りながら、家庭学習の充実・定

着を図っている。 

また、小学校 4 年生から 6 年生の理科には平成 25 年度から引き続き、「理

科支援員を配置」し、教員をサポートする体制の継続を図るとともに、中学

校入学後における理科教育に対する意欲、関心等の充実の対応及び、理科の

学力向上に結び付くよう努力をしている。 

更に、平成 26 年度からは中学校に「情報教育支援員」を配置し、授業に

おけるデータ作成や整理、電子黒板を使った授業の教員補助を行うなど、多

角的に教員のサポート体制の充実を図っている。 

 （３）「社会教育」については、一人ひとりが主体的かつ積極的に社会教育事業に

参加推進できるように環境整備を行ってきた。 

    特に「出雲崎総合大学」事業は、17 年間継続している事業であるとともに、

多彩な事業メニューを組み、年々参加者が増加しており、中核となる事業と

して事業展開がなされてきている。 

小学校児童の放課後や長期休業での居場所づくりとして、今後の放課後子

ども教室への移行を見据えた中で、「出雲崎ッズ」事業の拡充・充実を図って

多彩なメニューで事業がなされている。「放課後児童クラブ」と「放課後子ど

も教室」を一体的に開催する「放課後子ども総合プラン」を、平成 29 年度か

ら実施できるように、新年度で準備を進めることとしている 

学校、家庭、地域の連携促進事業により、子ども達が校外活動などで町内

の自然や環境、農業体験などに取り組んだ。大勢のボランティアにより小中

学校のグラウンド除草や小学校の裏山「ほなみが丘」整備に活躍頂いた。 

 

５ 今後の点検・評価にかかる重点事項について 

     点検・評価の実施について、次年度は、特に次の事柄に配慮しながら、検

討して参りたい。 

（１）  児童・生徒が一人の大人として成長していくためには、学校における教育

だけでなく、地域や地域の人たちとの関わりが、一層重要な要素となってく

るものと考える。 

 町の子どもの減少はさらに続いている。しかしその半面、少人数だからこ

そできる教育もある。１小学校・１中学校となっているため、一貫した教育
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を行いやすい条件はそろっている。 

 「出雲崎町教育計画」では、このような学校環境を考えたとき、小学校入

学から中学校卒業までの９年間を一貫した指導を行うことにより効果的な指

導ができる。義務教育のまとめとなる中学校卒業時の“具体的な子ども像”

を描き、そのことを実現するために各発達段階をふまえて、生活面（規範意

識、社会性、ものの見方や考え方 等）と学習面（知識理解、活用力 等）を

中心に、指導の方策・内容に共通性を持たせることが必要となる。実際の指

導では、目標を連鎖させて「学校評価」「教員評価」を活用し、小中学校教職

員が同一歩調で児童生徒の指導に当たることが重要になる。 

また、総合学習等においては、良寛学習を継続して行い、児童生徒一人ひ

とりが学習資料をファイル化し、学習成果の継続性を図っている。 

そして、その学習成果を称え中学校卒業時に「良寛学習修了証書 慈愛」を

交付するなどで、「ふるさと出雲崎・郷土の誇りである良寛の心」を持ち続け

る学社連携事業を着実に進めたい。 

（２） 町民が心豊かな人生をおくるため、「家庭・地域の教育力の向上」「家庭・

地域・学校・行政が一体となった生涯学習の推進」「歴史・文化・芸術の振興」

の３つを施策の柱として進めていく。 

   また、新年度には、平成 20 年度以来とだえていた「生涯学習推進計画」の

作成に向けて、生涯学習推進のための取り組みを実施するための推進委員会

を開催し、住民アンケート等、現状と課題の整理を進めたい。 

 

 

             小中合同あいさつ運動 
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Ⅰ 総合教育会議  
（１）「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正」による地方教育

委員会制度改革では、首長が招集する「総合教育会議」の開催が義務付け

られました。首長は予算の編成・執行から条例案の提出など教育に関して

も大きな権限を有しています。また、新「教育長」の任命は首長の議会提

案により任命することになりました。この新「教育長」は、教育行政の責

任者としてリーダーシップは高まりますし、さらに、いじめによる自殺事

案等の緊急に講ずべき措置については、首長が責任者となり講ずべき措置

を行うことも可能となります。ただし、委員会の多数決による意思決定の

仕組みは変わりはない。 

（２）教育に関する「大綱」とは、教育の目標や施策の根本的な方針であり、総

合教育会議において、首長と教育委員会が協議・調整をつくし、首長が策

定することとなっている。 

（３）町長の招集により、平成２７年６月１１日、第１回出雲崎町総合教育会議

を開催した。 

 出席者 出雲崎町長  小 林 則 幸 

      教 育 長  佐 藤  亨 

      教育委員   村 越 隆 夫 

      教育委員   木 川 勇 三 

      教育委員   棚 橋 正 吾 

      教育委員   内 山 才 子 

      教育課長   山 田  栄 

      教育課参事  佐 藤 佐由里 

      教育課課長補佐  権 頭  昇 

 町長挨拶 

          法律改正により、教育委員会の責任が明確化されたこと、3 月町議会に 

おいて佐藤亨氏を新「教育長」に任命することが承認されたことについて

報告があり、委員の皆さんと一緒になって問題解決を図りたい旨のあいさ

つがあった。 

話し合い事項 

１ 総合教育会議の設置について（教育課長） 

法律改正による新しい委員会制度における首長の権限、新「教育長」と  

教育委員の連携強化の概要と緊急事案、重大要件に迅速に対応するため

設置したことを説明した。 

    ２ 出雲崎町の教育の捉え方について（教育長） 

「新教育委員会」制度下での要件、町教育の基本構想、学力向上のため  

の援助、いじめ撲滅への対応、学校支援体制の充実、社会教育・公民館

事業・図書館事業の推進に理解を求めた。 

   ３ 教育に関する「大綱」の策定について（教育課長） 

    第５次出雲崎町総合計画における教育関係の基本構想及び基本計画で 

ある「夢・感性あふれる教育と歴史文化香るまちづくり」の施策の方針

をもって、平成 32 年までの教育に関する「大綱」とすることとした。 



~ 5 ~ 

Ⅱ 教育委員会の会議及び委員の活動状況  
 

（１）定例会および臨時会の開催（定例会 6 回、臨時会 1 回） 

会議 日付 審議事項等 

4 月定例会 4／21 社会教育委員・学校評議員・公民館運営審議会委

員・図書館協議会委員・教育行政点検評価員の任命

委嘱 

6 月定例会 6／11 良寛記念館の設置及び管理に関する条例施行規則

一部改正、補正予算、文化財調査審議会委員・社会

教育委員・公民館運営審議会委員の委嘱 

7 月臨時会 7／22 教科用図書の採択、文化財の指定 

9 月定例会 9／ 8 
補正予算、私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の

制定 

12 月定例会 12／4 
補正予算、就学指導委員会規則の一部改正、特別支

援教育介助員の派遣配置に会する要領の一部改正 

3 月定例会 3／2 出雲崎町伝統芸能後継者育成事業補助金交付要綱、

出雲崎町高校生通学費等助成金交付要綱の制定、補

正予算、当初予算、教育委員会表彰 

3 月臨時会 3／22 教職員及び教育委員会の人事異動、奨学金の貸与 

教育長職務代理者の指定 

 

（２）教育委員研修 

    ・関東甲信越静市町村教育委員連合会総会・研修会 

〈長岡市〉（5 月 29 日／金） 

・庁内研修 ５回 「4／21・6／11・9／8・12／4・3／22」 

 

（３）その他の参加活動状況 

  ・転入教職員面識会（4 月 1 日／水） 

  ・小・中学校入学式（4 月 7 日／火） 

  ・町教育研究会研修会、総会（5 月 11 日／月） 

・文化芸術鑑賞会（6 月９日／火）『中国雑技団』   

  ・出雲崎小学校運動会（5 月 23 日／土）   

  ・町成人式（8 月 16 日／日）     

  ・出雲崎中学校体育祭（9 月 5 日／土）     
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  ・出雲崎小学校文化祭（11 月 14 日／土） 

  ・出雲崎中学校学習発表会（10 月 24 日／土）     

・生涯学習フェスティバル（11 月 2 日／月・3 日／火） 

・未来の夢こども体験講演会（10 月 21 日／水） 

  講師  オリンピックメダリスト 『中村真衣』氏 

 『どん底から這い上がれ』～未来の夢は今日の自信から～ 

・学校施設営繕視察検討会（12 月 4 日／金） 

・出雲崎小学校ハッピーハート集会（11 月 20 日／金） 

  ・出雲崎中学校いじめ見逃しゼロスクール集会（11 月 5 日／木） 

・インターネットに関する講演会（Ｈ２８年 1 月 21 日／木） 

  講師 株式会社創風システム「桑原正樹氏 

      ネットトラブルの防止『情報ツールの危険と対策』 

   ・町教育委員会表彰伝達式（3 月 2 日／水） 

・中学校卒業式（H28 年 3 月 4 日／金） 

  ・小学校卒業式（H28 年 3 月 25 日／金） 

 

➤概 要 

 平成 27 年度の教育委員会会議は、定例会や臨時会を開催しながら、「教育行政の

組織及び運営に関する法律の一部改正」による、総合教育会議を児童・生徒等の生

命・身体等の緊急の講ずべき課題はないために１回の開催となった。教育予算の権

限を持つ町長の招集により、教育委員会と協議・調整して教育行政の方向性を共有

することができた。さらに、教育の目標や施策の根本的な方針である、「教育に関す

る大綱」の承認を得た。 

また、教育委員の方々は、地教行法の趣旨である「自覚と責任」を意識しながら、

年間を通して学校行事や社会教育行事等に積極的に参加していただくなど、幅広い

教育分野の中で活動いただいた。 

 

➤成果と課題 

今年度は町長と教育委員による総合教育会議を開催したことにより、地域の民意

を代表する町長と教育委員の連携強化が活性化が図られ、迅速な危機管理体制と教

育委員会審議の活性化することができた。 

学校教育や社会教育分野など多くの教育関係活動に、教育委員から出席・参加を

いただいたことにより、自らが教育委員としての資質の向上や、児童生徒の活動状

況を把握できたものと考える。 

また、教育委員会を開催する際は、定例的に教育委員研修を実施することで、教

育行政の在り方、今後の方向性など忌憚のない意見交換を行ってきた。さらに、長

岡市で開催された関東甲信越静市町村教育委員会連合会・県教育委員連合会の研修

に参加するなど行った。 
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なお、今後の大きな課題として、全国的な問題となっている〝いじめ問題〟そし

て、新たに〝体罰に関する問題〟など教育委員会として、学校現場と PTA・保護者

などと、どのように連携しながら、〝この大きな問題に立ち向かい〟その発生を未

然に防ぐ手段をどう講じていくのか、対策の検討・充実が求められている。その中

で、平成 27 年 2 月には「出雲崎町いじめ防止基本方針」を制定するなど、問題行動

の予防対策の充実に努めてきた。 

 

未来の夢子ども体験講演会  講師『中村真衣』さん 

 

 
「活躍する私」～これまでの自分を超えよう～ 
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Ⅲ 学 校 教 育 

    １．出雲崎小学校  

 



~ 9 ~ 

 



~ 10 ~ 

 



~ 11 ~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

＊問題が起きた場合の学校の対応について 

子供たちは，学校で共同生活を送っり切磋琢磨する中で成長が見られます。共同生活をしていく中では時には子供同士の

トラブルであったり問題行動が発生することもあります。出雲崎小学校では，トラブルや問題行動が起きた場合は即時対応

に心がけています。また，必要に応じて保護者の方と連絡を取り合ったり一人一人の子供との面談を等して未然防止にも努

めています。 

＊個に応じた学習指導について 

  一人一人の学習の理解度や習得状況に応じて極力個に応じた指導を大切にしています。算数科を中心にした３年生以上の

少人数指導を毎時間実施しています。また，一部の子供が対象になりますが，火曜日６限（１～３年）や金曜日の朝学習の

時間に個別指導を行っています。 

＊言葉遣いについて 

   言葉遣いについては，前期・後期とも保護者アンケートでは肯定的な評価が低かった項目です。児童アンケートでは保護

者アンケートに比べて肯定的な評価は高かったです。保護者と児童の間のギャップはどこにあるのか原因を考えます。また，

具体的な場面で相手に対してどのような言葉遣いをしていく必要があるのか継続指導していきます。 

      ＊メール配信・ホームページについて 

  ホームページ等で学校の情報発信については保護者アンケートから高い評価を得ています。今後も学年だよりや学校だよ

り，ホームページ，メール配信等を通して学校の様子を積極的に伝えていきたいと思います。 

 

☆意見 ○肯定意見 ●課題 

〇問題があった時の学校側の対応に感謝しています。それ以来子供も学校へ行きたくないと言わずに毎日登校しています。時々子

供々に子どもに同級生に何か言われていないか親からも聞いたりしています。 

〇先生方はとても親身になって下さるので，本当に有難く思っています。 

●２学期は１学期に比べ，子供たちが落ち着かない様子が多く見られたような気がします。（後半に行事がつまったせいかもしれませ

んまがせんが・・・）ただ，家庭内でのコミュニケーションなど，私たち親も子供と話す時間を十分に作れていないのでは？と考えさせ

らさせられましれました。 

●勉強がだんだん難しくなってきており，授業の内容を理解できていない様子。積極的ではないので，自分から先生に言えてない

のいのので，ますます分からなくなるのではと。私が教えてもイマイチ分かっていない様で・・・。 

○２学期は，いろいろな学校行事もあり，子供たちの様子を見ることができる機会もあり，頑張っている姿，また成長した姿を見

る見るこることができたと思います。文化祭など，人前で発表する場面もあったので，とても緊張したことと思います。それでも，

みみんな一生懸症懸命に取り組んでいました。「恥ずかしい」「失敗したらどうしよう」と不安もあったでしょうが，発表を終え，自

信自信につながれば良い良いと思います。気になる点は，言葉遣いです。人を傷つける言葉や面白半分で人を傷つける行動はせず，

みな平等であり，１人１人尊人尊重して，誰に対しても思いやりを持った言葉や行動で接することが出来るように，子も親も心掛け

たけたいと思います。学校でも，働き働きかけを今後とも宜しくお願いします。 

○●メール配信も始まり，きめ細やかな連絡をいただいていることに感謝します。我が子も特にそうですが，最近の子供は好きな

こなとことには一生懸命ですが，嫌いなこと，嫌なことを全くやろうとしない傾向が見られ，大変です。 

〇ホームページ，ブログを見ています。学校の事がよく分かってとても良いです。 

●言葉遣いは，どの学年の子供も気になります。小さい頃から一緒にいるからか，友達の親に対しても良くない言葉を遣っていま

すます。（（親もそうですが・・・）先生に対しても気になります。家庭でも気をつけて行こうと思いますが，学校でもご指導をよろ

しろしくお願い致します。 

○●担任の先生を始め，他の先生方から授業をしていただき，「今日は〇〇先生が・・・」と楽しそうに話すことがあり，心に残

る残る授業をしていただいている様子に感謝申し上げます。時々，「ボコる」などの悪い言葉を知っていることが感じられ，普段使っ

てっているのではないかと心配です 

保護者の声を受けて 

 

 

保護者の声 
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２.出雲崎中学校 
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３.出雲崎町キャリヤ教育の取組み

中学校 
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生涯学習フェステバル 

 

Ⅳ 社会教育事業の事業実施状況 
 

１．社会教育・公民館事業 

①青少年教育事業 

事業名 事業の対象 実施内容 

めばえ教室 

1～3 歳までの保

育園入園前の幼

児とその保護者 

・親子の触れ合いを高め、子どもたちの輪を広げ、さらに

親同士が悩みや喜びを語り合える仲間づくりを行う。 

・金曜日の 10:00～11:30 に開催 

・全 24 回開催予定（4～3 月） 

・参加親子数 10 組＋8 組（だっこちゃん） 

・体制は、保育士、相談員、町の保健師 

出雲崎ッズ 
小学校 1～6 年生

の児童 

・学校で普段できないようなキッズダンス、英会話教室や

コオーディネーショントレーニング（運動能力や運動神経

の向上を図る）を体験する。また、さらなる町の魅力を再

発見するため、校外学習を実施する。 

・月曜日の 15:20～16:20、夏休みの 13:30～14:30 に開催 

・低学年 21 回、高学年 24 回開催（4～2 月） 

・参加児童数 低学年延べ 697 人、高学年延べ 465 人 
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事業名 事業の対象 実施内容 

【新規】 

夜間キッズ 

（ノーメディ

ア・デー） 

小学校 4～6 年生

の児童 

・テレビやゲーム等に関わる時間を減らし、０の付く

日は家族とのふれ合いや絆を深める時間とするため、

体を動かしたり、頭を使ったレクリエーションの実

施。 

・０の付く日の平日の 19:00～20:30 に開催 

・全 21 回開催（4～3 月） 

・参加児童数 述べ 183 人 

【新規】 

学びアシスト 

『いずも館』 

（ノーメディ

ア・デー） 

中学校全生徒 

・ノーメディアに積極的に取り組んでもらうため、学

習の場づくりを目的とし、生徒各自による自主学習方

式の実施。大学生に講師を依頼し、疑問点等を相談し

て問題解決に結びつける。 

・０の付く日の平日の 19:00～21:00 に開催 

・全 21 回開催（4～3 月） 

・参加生徒数 延べ 118 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めばえ教室 

出雲崎ッズ 

歴史コース 

（7月 5日：良寛講座）  

文化コース 

（9月 25 日：探訪ツアー） 

1 

めばえ教室 
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②成人教育事業 

事業名 実施内容 

出雲崎総合大学 

・住民の学習意欲を促進し、健康で文化的な活力があふれ、生きがいの 

ある生涯学習社会の実現を図ることを目的として開催する学習講座 

・平日の 13:30～15:30 に開催 

・全 15 回開催（5 月 16 日～12 月 16 日） 

・入学者数 50 人（延べ 453 人） 

・長岡市和島地域、与板地域公民館と共催での良寛講座を含む 

・学習内容 

文化コース 

・まちづくり講座～家印と町おこし～ 

・山本家直系子孫が語る ～良寛‣由之の兄弟に想う～ 

・探訪ツアー ～歴史的建造物の修復を見る～ 

・地元の食材料理 ～豆腐づくりに挑戦！～ 

・出雲崎の人物 

理科コース 

・新潟日報社見学 ～新聞のできるまで～ 

・環境講座 ～出雲崎周辺の地震と津波～ 

・健康教室 ～体と頭を動かそう！～ 

・保健福祉課連携講座 ～出雲崎町の介護保険～ 

・自然講座 ～陸の貝～ 

歴史コース 

・佐渡金銀山世界遺産関連講座 金の道～北国街道～ 

・良寛講座 ～逸話で語る良寛の人柄～ 

・県立歴史博物館 開館 15 周年特別展「北前船」 

・越後孝婦伝を読む 

・出雲崎救助船 ～義勇丸の話し～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科コース 

（11 月 6 日：新潟日報社見学） 
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③町民文化教室事業 

事業名 実施内容 

パソコン教室 

・平日の 18:30～20:30 に開催 

・ワード習得コース  6 月 22 日（月）～30 日（火）の間、 

全 6 回開催 参加者数 10 人（延べ 50 人） 

エクセル習得コース  8 月 24 日（月）～31 日（月）の間、 

全 6 回開催 参加者数 8 人（延べ 84 人） 

年賀状コース 11 月 9 日（月）～16 日（月）の間、 

全 6 回開催 参加者数 6 人 （延べ 39 人） 

料理教室 

・土曜日の 9:30～12:30 に開催 

・6 月 6 日（土）、参加者数 16 人［家庭で簡単、中華料理］ 

10 月 3 日（土）、参加者数 9 人［簡単で美味しい、手打ちうどん］ 

12 月 12 日（土）、参加者数 10 人［クリスマス クッキング］ 

3 月 26 日（土）、参加者数 15 人 ［春のおもてなしメニュー］ 

ガーデニング教室 

・土曜日の 10:00～11:30 に開催 

・全 8 回開催（5～3 月） 

・参加者数 16 人(延べ 79 人) 

・生産者農場見学、季節植物の管理、多肉植物の寄せ植えなど 

書道教室 

・第 1、3 木曜日の 19:00～21:00 に開催 

・全 24 回開催（4～3 月） 

・参加者数 25 人（延べ 274 人） 

・個々のレベルに応じた漢字、かなの書作品に取り組む 

英会話教室 

・第 1、2、4 木曜日の 19:00～20:00 に開催 

・前期（5～10 月）、全 15 回開催 参加者数 13 人（延べ 122 人） 

後期（11～2 月）、全 10 回開催 参加者数 16 人（延べ 119 人） 

・英語に興味のある方など、本場の英語に触れ、簡単な英会話を習得 

【新規】 

ちぎり絵教室 

・第 1、2、3 火曜日の 19:00～20:30 に開催 

・全 17 回開催（7～12 月） 

・参加者数 10 人（延べ 133 人） 

・和やかな雰囲気の中、基本から学び、ハガキなどの制作に取り組む 

 

                   

 

 

   東京芸大生とスケッチ画講習会 
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④文化活動事業 

事業名 実施内容 

第 9 回未来の夢こども 

     体験講演会 

・目的 国内外で活躍している方の話を聞き、大きな夢や希望、 

    誇りを持って自らの豊かな人生設計の一助とする 

・対象 出雲崎小、中学生及び一般町民  来場者 400 人 

・開催日 10 月 21 日（水） 

・講師 シドニー五輪 水泳 銀メダリスト 中村真衣 氏 

文化芸術鑑賞会 

・目的 子どもたちに優れた芸術に触れる機会を提供する 

・対象 出雲崎小、中学生及び一般町民  来場者 500 人 

・開催日 6 月 9 日（火） 

・内容 中国雑技団による豪快な武術、舞踏、曲芸 

良寛学習 

・目的 良寛の遺徳と慈愛の精神を大切に思い、地域の誇りと

して後世に語り継げることを目標に、良寛学習を実施

する 

・対象 出雲崎小、中学生 

・期間 小学 1 年生～中学 3 年生までの 9 年間 

・テーマ 小学生は「良寛さまはどんな人」 

     中学生は「良寛の心を知ろう」 

・中学 3 年生には、修了証（慈愛）の授与 

第 11 回良寛さん心の書道展 

・目的 子どもたちに良寛さんのやさしい心を継承する 

・対象 出雲崎小、中学生 

・期間 9 月 12 日（土）～23 日（祝） 

・内容 応募総数 274 件の作品を中央公民館講堂に展示 

二松学舎大学源川ゼミ合宿 

・目的 交流人口の増大を図り、海岸地区の活気を取り戻す 

・参加者数 源川彦峰教授及びゼミ生 14 人 

・日程 8 月 6 日（木）～9 日（日） 3 泊 4 日 

・源川教授講演会［良寛の中国書蹟への憧憬］ 

 交流 5 周年記念式展［大学から町へ金屏風の贈呈］ 

  開催日 8 月 8 日（土） 来場者数 約 50 人 

町民との書道による交流会 

  開催日 8 月 7 日（金）～8 日（土） 来場者数 約 70 人 

東京藝大生招致事業 

・目的 全国に町の魅力を発信し、更なる町の活性化を図る 

・参加者数 藝大生 15 人 

・日程 8 月 2 日（日）～5 日（水） 3 泊 4 日 

・学生は街並スケッチ画を制作し、完成した作品は町へ寄贈 

・完成した作品鑑賞会の実施 

・出雲崎小中学生を対象としたスケッチ画講習会の実施 
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事業名 実施内容 

生涯学習フェスティバル 

・目的 町民の芸術、文化的な発表の場として開催する 

・作品展示 

  11 月 2（月）、3 日（祝） 出展者 16 団体＋個人 31 人 

・ステージ発表 

11 月 3 日（祝） 出演団体 15 団体 

・その他の催し物 

11 月 3 日（祝） 

◎町民茶席（町婦人会） 

◎防災コーナー、交通安全コーナー（総務課） 

◎環境啓発コーナー（町民課） 

◎健康づくりコーナー（保健福祉課） 

◎廃棄図書の無償配布（図書館） 
 

良寛記念館関係 

・開館 50 周年記念展～佐藤耐雪翁 愛蔵作品より～ 

期間 4 月 1 日（水）～6 月 30 日（火） 

記念講演会「良寛・由之の兄弟に想う」 

5 月 16 日（土） 来場数者 85 人 

・「開館 50 周年記念展」併設の特別展～良寛ゆかりの人々展～ 

期間 5 月 2 日（土）～6 月 30 日（火） 

作品鑑賞会 5 月 9 日（土） 来場者数 43 人 

・夏の企画展「良寛さまと子ども展」 

～卒業論文・自由研究テーマを見つけよう～ 

期間 7 月 1 日（水）～9 月 30 日（水） 

作品鑑賞会及び紙芝居読み聞かせ～マンガ家 高橋郁丸～ 

 8 月 4 日（火）、12 日（水） 来場者８数 計 42 人 

・秋の企画展「良寛の実像展」～良寛さまの生涯をたどる～ 

期間 10 月 1 日（木）～12 月 28 日（月） 

  ギャラリートーク 10 月 18 日（日） 来場者数 17 人 

・新春企画展 

期間 1 月 4 日（月）～3 月 31 日（木） 

 

文化サークル活動助成 
・5 サークル（スポーツダンス、陶芸、太極拳、大正琴、絵画）

に助成 

関係団体活動助成 
・3 団体（奥の細道天の河俳句大会実行委員会、出雲崎妻入りの

街並景観推進協議会、街並活性研究会）に助成 
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⑤学社連携事業 

事業名 実施内容 

学校・家庭・地域

の連携促進事業

（学校支援地域本

部） 

・目的 小中学校と保護者、地域、行政が協働して、地域の子どもた

ちを育てていく 

・地域コーディネーターや保護者からの情報収集を基に、地域の様々

なボランティア指導者や団体と協力し活動を実施。 

・小学校では、俳句教室や良寛学習といった「地域学習」や野菜の苗

植え、梅もぎ体験の「農業体験」などを実施。 

・中学校では、「福祉学習」として、地域にあるケアハウスの施設訪問

や認知症サポーターの養成講座を実施。 

 

⑥町活性化事業 

事業名 実施内容 

出雲崎宝もの 

新発見事業 

・目的 町民から地域の「宝もの」を発見してもらい、「出雲崎の宝も 

    の」として後世に伝承するとともに町内外に発信する 

・2 ヶ年間（平成 26、27 年度）の事業延長し、詳細調査の実施 

  平成 26 年度 

建造物（神社、お寺） 26 件  石碑、石仏、道標 11 件 

  平成 27 年度 

建造物（神社、お寺） 29 件  仏像 1 件 

調査報告書作成の検討 

妻入り家屋整備・ 

活用計画策定事業 

・目的 妻入りの街並を代表する旧津又邸を交流の拠点や地域活性化

の施設として利用できるような活用計画などを策定する 

・委託先 公立大学法人 長岡造形大学 

・委託期間 平成 27 年 7 月 27 日～平成 28 年 3 月 18 日 

・委託内容 旧津又邸整備・活用計画策定支援 

      旧津又邸改修工事実施設計 

      海岸地区街並活性化計画策定支援 ほか 

 

 

⑦その他事業 

事業名 実施内容 

生涯学習 

カレンダー作成 

町、学校、社協などの実施事業を掲載したカレンダーを作成し、町の

各世帯や事業所に配布する。（作成予定部数 1,850 部） 

公民館だより発行 

毎月 1 回（4 ページ）、公民館の活動内容などを紹介した「公民館だよ

り」発行し、町の全世帯に配布する。なお、仕分け作業等をふれあい

サポートセンターに委託している。 
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⑧公民館利用者数 

平成 26 年度 平成 27 年度 

海岸公民館 中央公民館 海岸公民館 中央公民館 

2,558 人 12,289 人 2,177 人 12,031 人 

 

○海岸地区街並活性化ワークショップ 

 

～旧津又邸活用を考える集い～ 

平成 27年 11 月 13 日    

 公立大学法人「長岡造形大学」に委託して、旧津又邸を核とした海岸地区町並活性化につ

いて、学生と町民によるワークショップを開催した。出雲崎特有の妻入りの街並みを代表す

る旧津又邸を、交流の拠点や地域活性化の活用計画と併せて、町の歴史・文化・芸術の再発

見と情報発信を含めた総合的な都市交流プランの提案を受けた。交流人口の増加と海岸地区

の活性化を図ることを目的ににして、学生の斬新的な意見と町民の皆さんの貴重な意見を集

約して計画を作成した。ソフト面、ハード面、双方からの改修・利活用の提案を受け妻入り

の形状を残しながら町屋カフェとしての活用を図る。 

7 
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２．図書館事業 

①図書館利用状況 

表１：分類別利用状況 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 

海岸公民館 中央公民館 海岸公民館 中央公民館 

総  記 13 冊 17 冊 18 冊 3 冊 

哲  学 29 冊 30 冊 41 冊 48 冊 

歴  史 28 冊 35 冊 73 冊 20 冊 

社会科学 40 冊 55 冊 94 冊 40 冊 

自然科学 39 冊 52 冊 39 冊 27 冊 

技  術 110 冊 31 冊 64 冊 60 冊 

産  業 26 冊 18 冊 23 冊 22 冊 

芸  術 125 冊 28 冊 131 冊 28 冊 

言  語 15 冊 3 冊 13 冊 1 冊 

文  学 2,072 冊 993 冊 1,832 冊 974 冊 

雑  誌 112 冊 21 冊 115 冊 27 冊 

計 2,609 冊 1,283 冊 2,443 冊 1,250 冊 

 

表２：図書貸出年齢別貸出人数 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 

海岸公民館 中央公民館 海岸公民館 中央公民館 

成人（23 歳以上） 1,114 人 587 人 1,039 人 608 人 

学生・生徒 

（13 歳～22 歳） 
19 人 7 人 10 人 8 人 

児童（12 歳以下） 79 人 17 人 104 人 16 人 

合  計 1,212 人 611 人 1,153 人 632 人 

 

表３：年齢別図書館利用人数 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 

海岸公民館 中央公民館 海岸公民館 中央公民館 

成人（23 歳以上） 439 人 85 人 623 人 121 人 

学生・生徒 

（13 歳～22 歳） 
53 人 24 人 40 人 18 人 

児童（12 歳以下） 249 人 28 人 278 人 31 人 

合  計 741 人 137 人 941 人 170 人 
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表４：図書購入状況 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 

海岸公民館 中央公民館 海岸公民館 中央公民館 

総  記 2 冊 4 冊 4 冊 2 冊 

哲  学 16 冊 5 冊 8 冊 12 冊 

歴  史 21 冊 8 冊 37 冊 4 冊 

社会科学 37 冊 18 冊 27 冊 14 冊 

自然科学 38 冊 14 冊 13 冊 9 冊 

技  術 33 冊 10 冊 20 冊 12 冊 

産  業 5 冊 3 冊 1 冊 6 冊 

芸  術 31 冊 11 冊 12 冊 10 冊 

言  語 5 冊 4 冊 5 冊 1 冊 

文  学 266 冊 190 冊 256 冊 196 冊 

計 454 冊 267 冊 383 冊 266 冊 

（雑誌種類） 7 種類 3 種類 7 種類 3 種類 

 

②その他事業 

事業名 実施内容 

ブックスタート事業 1 歳 6 ヶ月になる幼児に絵本 2 冊を贈呈している。 

親子文庫 
小学校を通じて、小学 2～5 年生の家庭に対し、本のセット

（児童とその保護者）を貸し出す。 

除籍図書の無償配布 
11 月 3 日の生涯学習フェスティバルにおいて除籍した図書

を無償で配布。 
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３．社会体育事業 

①町内大会 

大会名 実施日 備 考 

第 35 回 町民ソフトボール大会 5 月 31 日（日） 7 チーム 83 人 

第 37 回 町民バレーボール大会 6 月 28 日（日） 6 チーム 63 人 

第 9 回 町民ウォーキング 9 月 27 日（日） 79 人 

第 34 回 町内ゲートボール大会 10 月 8 日（木） 11 チーム 68 人 

第 26 回 町民ソフトバレーボール大会 11 月 15 日（日） 12 チーム 78 人 

第 29 回 屋内ゲートボール大会 2 月 12 日（金） 10 チーム 62 人 

第 35 回 町民バドミントン大会 3 月 13 日（日） 11 チーム 84 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スポーツ教室等 

大会名 実施日 備 考 

わんぱく水泳教室 7 月 28 日～8 月 1 日 申込：37 人 延べ：153 人 

柔道教室 通年（火・金） 10 人 

剣道教室 通年（月・金） 9 人 

柔剣道昇級審査会 12 月 7 日（日） 19 人 

さわやかスポーツ教室 通年（火） 48 人 延べ：488 人 

トレーニングルーム説明会 年 8 回 12 人 

 

 

町民バドミントン大会 町民ウォーキング 町民ソフトバレーボール大会 
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大会名 実施日 備 考 

小学生スポーツチャレンジ教室 

サッカー：5～10 月 

バレー ：5～10 月 

卓球  ：10～12 月 

バスケ ：1～3 月 

サッカー 

申込：33 人 延べ：393 人 

バレー 

申込：12 人  延べ：196 人 

卓 球 

 申込：22 人 延べ：200 人 

バスケ 

 申込： 9 人 延べ： 48 人 

スキー＆スノーボード教室 2 月 21 日（日） 魚沼市須原スキー場 46 人参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③体力づくり事業（実施場所：町民体育館２階トレーニング室） 

事業名 実施日 備 考 

トレーニング教室 
第 1 期：5 月～10 月 

第 2 期：10 月～3 月 

申込：27 人 延べ：296 人 

申込：22 人 延べ：225 人 

サッカー教室 

スキー＆スノーボード教室 さわやかスポーツ教室 
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④体育協会主催事業 

事業名 実施日 備 考 

柳津町・出雲崎町 親善スポーツ大会 9 月 20 日（火・祝） 会場：出雲崎町 64 人 

第 14 回 出雲崎町近郷ゲートボール大会 3 月 3 日（木） 16 チーム 91 人 

 

⑤スポーツ推進委員関係 

事業名 実施日 備 考 

中越地区社会体育研究協議会 4 月 24 日（金） 長岡市 

北陸地区スポーツ推進委員研修会 7 月 4 日（土）～5 日（日） 福井県 

二市三刈羽ブロック研修会 7 月 12 日（日） 長岡市 

新潟県スポーツ推進委員大会 9 月 26 日（土）～27 日（日） 三条市 

中越地区社会体育総合研修会 10 月 31 日（土） 小千谷市 

 

⑥長岡地域定住自立圏スポーツ振興事業 

・スポーツ指導者派遣事業 

出雲崎ッズの活動にコオーディネーショントレーニングの講師を派遣。 

「コオーディネーショントレーニング教室」 10 月～12 月（全 12 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦体育施設利用状況 

 平成 26 年度 平成 27 年度 

町民体育館 40,088 人 42,011 人 

（トレーニング室） （7,549 人） （8,235 人） 

（ミーティング室） （4,355 人） （6,020 人） 

コオーディネーショントレーニング教室 
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町民野球場 5,062 人 4,431 人 

テニスコート 551 人 644 人 

プール 3,393 人 4,095 人 

柔道場 748 人 698 人 

屋内ゲートボール場 6,326 人 6,137 人 
 
 

➤概 要 

   平成 27 年度は、青少年や一般成人等を対象とした各事業について、学習ニー

ズの高まりや多様化に対応できるように内容の一層の充実を図ってきました。 

   さらに、自己実現や豊かな社会生活を実現するために、生涯を通じて学ぶこ

とができ、その成果を適切に生かすことのできる機会の充実に努めました。 

 １．未来を担う子ども達の人間力を高めるため、就学前幼児や小中学生を対象と

した教室、保護者を対象とした家庭教育学級等の内容の充実を図りました。 

  ２．町民のニーズに応じた幅広い講座や文化教室を推進し、内容の充実を図りな

がら、学習機会の促進を図りました。 

３．家庭学習の指導にも発達段階に応じた指導を進めている。どの段階でどのよ

うな指導を行うことが必要なのか、学校、家庭と地域、教育委員会が連携を取

りながら、家庭学習の充実・定着を図っている。 

 

➤成果と課題 

少子・高齢化の急速な進行、科学技術の発達や情報化、国際化の進展等社会環

境は大きく変化しています。人間関係や子育て、地域の安全等に新たな課題が

生じられています。子ども達を見守り育てる力、地域の人たちとのかかわりの

中で学び合い、お互いに思いやり支え合う暮らしなど、これまでの社会基盤が

揺らいできています。 

一方で、ボランティア活動等の広がり、豊かで秩序ある社会を築こうとする機

運が高まっています。そんな中で行政任せでない町民自身が主体となる「新し

い公共」を生み出していく施策が強く求められています。 

また、家庭内では、メディアやゲーム機の決まりを話し合っているところでは、

メディアにかかわる時間が短くなる傾向がはっきりした。基本的な生活リズム

で、児童生徒の実態からメディアコントロール力を高めることが喫緊の課題で

ある。 

   授業規律や家庭学習習慣の確立については、小学校の実態を中学校へつなげ

る、同一歩調、連続性のある取組で効果をあげている。あいさつ、家庭学習強

調週間、メディアコントロールなどは、小中連携して取り組む流れができてき

た。学校、家庭、地域をあげての取組になってきて効果が期待できる。 
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Ⅴ 学校・社会教育施設の整備充実   

 

 

➤整備の状況 

 

 

 

１ 学校教育施設の主な整備状況 

 （１）出雲崎小学校 

   ○体育館照明等落下防止工事 

   ○体育館床張替工事 

   ○体育館ステージ緞帳・暗幕設置 

   ○校舎避難器具設置工事 

 （２）出雲崎中学校 

   ○校舎アスベスト除去工事 

   ○給食室冷凍冷蔵庫購入 

２ 社会教育施設の主な整備状況 

○良寛記念館展示ケース改修工事 

○旧津又邸の利活用に関する設計及び委託 

○良寛記念館の国登録有形文化財関係書類作成委託 

３ 社会体育施設の主な整備状況 

   ○町民体育館窓枠シーリング改修工事 

   ○町民野球場内野整備改修工事 

 

➤概 要 

  当町では、学校教育施設や社会教育・社会体育施設等の整備は、計画的に進め

てきており、それぞれの施設の大規模改修工事や機器の購入などの整備はおおむ

ね完了した。また、本年度は安全上緊急を要する改修工事や機器の購入などの整

備を行った。 

  

➤成果と課題 

  学校施設では、出雲崎小学校体育館照明塔落下防止工事及び床張替工事が完了

することができた。また、中学校については、校舎棟暖房設備のアスベスト除去

工事を実施した。これにより、小中学校ともに体育館照明器具は LED 化され、バ

スケットゴール・防球ネット等の更新がなされた。 

平成 27 年度繰り越し予算において、中学校校舎・体育館外壁補修工事を、平成

28 年度事業として計画している。 

社会教育施設では、町民体育館の雨漏りのためシーリング改修工事を行った。 

  今後とも、厳しい財政状況の中ではあるが、老朽化する施設の維持管理につい

ては、年次計画を立てた中で、更新・改修・整備等を図り、長寿命化などに対応

する検討をしていかなければならない。 

  国の打ち出している総合戦略の中でも、人口増加対策・交流人口を増やしてい

く政策を進めなければならない。この中で、長岡造形大学に委託して、旧津又邸

（妻入り造りの典型的住宅）を活用した方策について、ワークショップの開催や

修復について検討を行っており、今後の活用が期待される。 
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Ⅵ 学識経験者からの総合評価 
 

                元長岡市立北中学校長 山崎 十五郎 

 

 少子高齢化、人口減少社会、そしてますますグローバル化していく時代にあって、教育は

多岐にわたり地域住民の大きな期待を担っている。貴教育委員会は平成２３年度より第５次

出雲崎町総合計画に於ける教育にかかる基本方針「夢・感性あふれる教育と歴史文化香るま

ちづくり」を受けて、就学前児童養育・学校教育そして生涯学習に至るまで、幅広い取組を

継続的に行ってきている。各年度毎に確かな検証がなされ、迅速な改善策が施されている。 

 折しも今年度は教育委員会制度改革が実施に移された年である。既に貴教育委員会では、

改正法の施行を見据えた取組が行われており、教育大綱の作成、「総合教育会議」の招集、

責任体制の明確化等、民意を反映した首長と教育委員会との連携が速やかに図られている。 

  なお、新潟県は、県教育の基本理念に「個を伸ばす教育」を据えて、一人一人の個性を尊

重した指導を重視している。幸いにも、出雲崎町の学校規模はコンパクトで１小１中の教育

環境にあり、児童生徒と教師の強いつながりが日頃の指導に生かされている。学力向上の面

で見ると、小・中学校共に授業への満足度や態度形成が達成されていることが学校評価から

窺える。家庭学習の習慣化については、小学校では手引きの配布や強調旬間の取組が意欲付

けにつながっている。中学校では、週末課題への取組がなされ、その達成度は高い。その一

方で、平日の家庭学習が不足しているのが現状である。思春期を迎えると個々の主体性の差

異が大きく影響してくると思われるが、その生徒に合った生活のリズムと学習方法を確立し

ていってほしい。 

 県が教育施策の方向性の１つとしてあげている「キャリア教育の推進」に対して、貴教育

委員会の取組は大きな成果を上げている。「ふるさとへの愛着と誇りを胸に、粘り強く挑戦

し、・・・」という県のひとづくりの姿を受けて、町独自の基本方針を設定している。地域

の偉人「良寛学習」や地域産業の直接体験、親子で働く意義の話し合い、そして地域の将来

像を考える機会まで、小学校・中学校の９年間を見通した教育課程が組まれている。評価と

して、生徒たち一人一人に明確な役割が与えられたことで積極的に取り組むことができた。

事前準備に時間をかけたことで多様な交流活動を展開することができた、とある。人は、自

分の役割を果たして活動すること、つまり「働くこと」を通して、人や社会にかかわること

になり、そのかかわり方の違いが「自分らしい生き方」となっていくという中央教育審議会

の答申を今一度かみしめたい。 

 社会教育事業においては、学校教育・家庭教育・生涯学習の分野と連動して各世代のニー

ズに応じた魅力ある事業が実施されている。ノーメディア・デーの新規事業や町活性化事業

への取組は今後が期待されるものである。 

 「巨大書に挑戦」で大書された「夢と志」の文字は子どもたちの心に響いているに違いな

い。成熟社会を迎えて、これからは一人一人の多様性を原動力とし、そして高い志や意欲を

持つ自立した人間として、他者と協働しながらよりよい社会を築いていくことが求められて

いる。 
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Ⅶ そ の 他   

 

○指導いただいた学識経験者名               （敬称略） 

   職   名  氏  名   備    考 

元長岡市立北中学校長 山崎 十五郎 柏崎市在住（旧西山町） 

 

 

○町教育委員会関係者名簿 

    ―教育委員―            （平成 28 年 3 月 31 日現在） 

職 名 氏 名 備  考 

教育長  佐藤  亨  

委員  村越 隆夫 教育長職務代理者 

委員  木川 勇三  

委員  内山 才子  

委員  棚橋 正吾  

 

     ―職員名簿―             

職 名 氏 名 備   考 

教育課長 山田  栄  

管理指導主事 相川  良和  

教育課参事 佐藤 佐由里  

教育課課長補佐 権頭  昇  

教育課係長 渡辺  一敏  

教育課主任 中川 祐哉  

主事 片桐 尚亮  

主事 佐藤 真吾  

事務職員 竹村 しのぶ  

事務職員 小川 真紀子  

用 務 員 小林 秋子  

清 掃 員 柴田 圭一  

良寛記念館 館長 本間    勲  

  同  館長代理 永寶  卓 学芸員 

   同  事務職員 小黒  晴美  

同  事務職員 大久保 淳子  

 


